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◎田代吋報原稿を
　募集します
　皆さん遠慮なく
　御投稿ドさい

地
教
委
の
発
足
と
肚
会
教
育

鹿
屋
市
耐
会
教
育
課
艮

　
五
1

　
天
高
く

し
て
旧
肥
ゆ
る
杁
と
も
な
り
上
す
。
田
代
特
報
に
」
つ
て
、
各
艘
の

斗
し
て
、
郷
士
の
博
々
楼
に
は
、
盆
々
曳
情
が
～
に
と
る
よ
う
に
分
り
M
す
の

御
健
か
で
各
自
の
職
分
に
向
っ
て
御
勅
て
、
時
報
を
御
価
。
り
ト
さ
る
御
障
袖
に

励
の
こ
と
＼

御
よ
ろ
こ
ぴ
申
し
上
げ
訣
対
し
て
田
め
て
こ
＼
に
帳
謝
の
頴
を
表

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
る
吹
第
て
あ
り
ま
す
o

　
私
は
郷
」
を
韻
ま
レ
て
す
C
に
三
十
　
す
つ
と
以
削
か
ら
、
小
川
庄
扇
か
ら

年
、
隔
F
吝
川
か
廻
り
取
☆
界
に
ω
い
凪
会
数
胃
に
閲
す
る
原
稿
若
」
こ
世
と

て
い
る
者
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
郷
ゴ
の
の
仏
湖
4
竪
け
て
い
ゆ
し
た
が
、
筆
不

た
め
に

何
一
つ
尺
す
こ
舌
〃
く
轟
し
て
　
ー
ー
1

参
り
ま
し
た
こ
と
を
甚
た
申
し
わ
け
た

麓
露
鯖
灘
顯

　
納
税
！

て
い
た
y
奮
た
い
と
は
鷲
え
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
仔

現
実
の
自
分
の
職
務
に
追
わ
れ
緊
し
て

何
の
岱
す
こ
と
も
な
く
渦
し
て
居
り
甑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
八
年
度
村
民
穐
嬬
二
期
分
の

す
こ
と
を
残
ふ
に
思
い
こ
A
に
深
く

お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
悦
成
蔽
は

泥
ぴ
川
し
士
げ
る
次
田
て
あ
り
甘
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
o
o
％
　
　
　
二
三
部
落

　
門
し
旬

月

御
逸
り
い
、
］
ぱ
い
て
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
〇
％
以
上
　
　
六
部
落

予

す
田
代
問
報
冷
11

見
致
し

F
ず
肢
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

卒

勾
　

八
三
％

四

村
掴
会
、
役
場
の
努
力
に
よ
る
パ
7
3
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

F
O
％
以
ド
が
　
四
出
落

の
円
滑
π
逮
把
、
門
協
や
振
門
小
紺
ヘ
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宏
納
者
の
皆
ぽ
　
苦
し
か
ろ
う
が

の
活
動
に
ょ
る
栢
Ψ
ぶ
打
活
の
振
腿
ぷ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
百
に
が
ん
ば
り
－
し
よ
う
。

地
敏
蚕
や
学
栂
仙
に
耐

会
敏
77

口
秘
占

露
霞
噸
溺
ぽ
還
渦
年
謬
霞
綴

鷲
艦
誘
淵
謬
二
憲
酬
ら
、
繍
魔
バ

し

て
、
旧
代
村
出
身
者
の
一
人
と
レ
法
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
川
の

九
月

で
　
一
〇
〇
〃
。

し

て
御
同
四
に
た
え
パ
い
久
町
で
あ
り
一
続
く
は
旧
場
で
は
め
る
が

岡

清

1

縞
で
そ
の
約
束
を
今
日
写
で
里
さ
ず
申

し
わ
け
爪
り
r
1
1
ん
。
竺
れ
か
ら
号
を

赴
つ
て
愚
見
を
幣
か
也

て
い
た
S
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
、

地
数
委
の
発
尻
と
肚
良
職
胃

　
孔
が
川
は
断
限
を
契
機
と
し
て
肚
会

敢
肖
の
m
嬰
作
が
唱
λ

ら

れ
、
そ
の
振

馳
餓
が
稲
々
徽
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
つ

κ
こ
と

は
何
よ
り
限
ぶ
ぺ
守
こ
と
で
あ

る
と
思
い
譲
す
。
そ
れ
は
圃
家
川
那
の

口
田
で
あ
る
民
圭
口
ぷ
及
叉
化
川
家
、

民
守
的
耐
会
の
姐
設
の
た
め
に
、
刷
会
’

職
市
の
果
す
役
測
の
m
大
さ
が
よ
く
押

解
ざ
れ
た
た
め
e
あ
る
と
思
わ
れ
i
t
す

又
胆
に

川
蜘
委
の
鞘
尼
准
見
る
に
ヱ
D

面
会
教
育
は
館
教
委
に
抑
ぱ
ら
れ
た
大

ム

な
課
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
談
し

た
こ
と
は
、
砒
会
敏
育
振
興
の
上
か
ら

御
同
蘭
に
た
え
な
い
所
で
あ
り
ま
す
。

編
鵠
蹄
艘
喬
部麟
些

営
も
拒
業
経
済
の
振
興
も
、
学
稜
戦
市

の
振
映
向
上
も
、
そ
の
根
底
は
肌
会
敷

肖
の
徹
底
充
史
に
あ
る
の
で
、
禰
敷
委

と
し
て
は
、
肌
皇
教
滑
振
閥
の
た
め
に

最
大
の
鱗
泣
と
田
生
の
努
力
を
傾
江
す

べ
；
，
で
あ
る
と
原
い
凌
す
o

　
殊
し
凪
会
敷
肖
は
行
政
並
に
指
導
の

川
位
に
栖
る
静
だ
け
の
舛
紘
の
み
で
は

振
浪
し
力

い
の
可

あ
り
談
レ
て
、
村
民

人
案
が
口
己
の
向
上
、
白
己
’
刀
成
え
の

白
発
牛
漸
懲
と
、
明
る
く
盟
て
卒
和
な

住
み
よ
い
枇
会
の
魏
設
に
対
す
る
理
解

声
鵬
撤
と
が
そ
の
瓜
人
砿
W
で
あ
り
法

す
の
で
、
利
民
各
W
が
耐
ノ
ハ
敷
百
に
対

ず
る
正
し

い
押
解
と
輌
ぬ
減
を
も
つ
て
い

X）

7
く

九
め
に
、
私
の
青
ズ
の
［
端
を

号
を
山
つ
て
配
ぷ
す
る
こ
と
に
致
し
た

い
と
思
Y
f
r
．
4
，
．
h

★
・

★
…

（以
卜
t
s
l
：
）

★
・

：
★

成

績
”

諮
納
整
理
の
一
番
来
り

　
　
　

情
し
い
か
な
む
「
人

沖
蝦
P
1
1
醗
、
緋
殻
代
、
次
か
ら
吹
へ

　
　
完
納く
の
訂
気
込
み
で
す
。
．

年
内
完
納
の
鵡
銅
は
よ
い
で
す
か
。

　
あ
な
止

も
　
わ
ん
し
も

　
　
　
今
臼
こ
そ
　
山
し
い

　
m
仙
を
　
お
ろ
し
ま
し
よ
う

十
月
1
1
十
H
記
す
。

昭
和

二
十
八
升
皮
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績
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の
仇
に
恥
け
る
占
、
は
1
1
の
冒
伴
に
お
い
て
二
の
冑
自
゜
～

r、

帳
汲
さ
ぽ

∴
の
C
ポ
つ
た
。
U
こ
ち

パ

年
勺
鰻
は
肋
ツ
ロ
勾
の
白
市
幻
、
：

†
川
江
乱
駒
～
し
て
の
η
々
は
パ
る

t
’
　
．
＝
　
g
x
い
。
口
及
力
川
方
ハ
、
共
姻
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卯

に
揖
”
Ω
門

O
ゴ
・
ざ
し
の
へ
る
ぺ
’

［

ト
い
ろ
や
と
己
う
ぢ
ー
ら
に
〉
つ
て
階

旧
1
8
．
’
が
げ
パ
日
ち
川
め
⊂
店
　
が
、

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
も
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

」
ニ
　
　
リ
t
ー
川
ー
　
　
l
q
、
㌔
事
n
’
P
ー
‘

が
ロ

へ

て
リ
パ
し
川
川
か
化
川
行
穴
れ
一

　
川

L
・
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
り
　
　
［
　
　
七
ア
▼
　
r
＿
　
－
　
“
“
　
：
ー
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
I

ハ
　
　
　
ー
i
し
　
　
　
＾
，
x
　
一 　

冶

り

I
u
「

い
。

　一

、

　一

ら
犯
の
学
彼
q
が
．

　

弔
品
る
て
～
。

ii
、
川
設
朋
間
が
［
年
ω
上
J
あ
る
こ

　
と
。

　
二
、
∵
習
吟
問
が
午
簡
1
1
旧
問
以
上
⊂

　

“
タ
ブ
。

四
、
パ
的
扉
負
倍
で
打
つ
　
て
日
年
宇
研

　
卜

＝
が
担
h
j
つ
こ
と
。

力
、
ひ
口
．
貸
い
乍
挑
つ
一
背
年
パ
糧

　
pa
i
｝
・
人
1
1
上
が
担
、
r
る
こ
と
。

　
ス
ノ
パ
ず
エ
　
　
　
リ
エ
オ
チ
　
ミ
リ
ハ
コ

一

，
し
川
、
碍
書
川
ピ

J

　
　
　
　三
パ
る
1
つ
s
£
ら
わ
札
己
爪
ろ
う
。
「
　
　
“
哩

F
人
：
”
上
百
よ
。
に
9
・
欝
む
て
相
当
酉
輻
親
（
隅
く
く
Z
t
J
L
E
）

・
ド
コ
け
’
一
、
∴
r
．
日
∵
」

’

日
5
，
－
ー
　
　
　
」
・
－
‘
’
　
　
れ

昭
和
二
十
八
年
産

生
甘
藷
受
入
れ
要
項

　
　
　
　
　
　
●

懸
議
鱗
灘

に
対
し
て
抵
玩
が
協
め
て
服
く
耕
地
の

秋
い
本
打
に
は
ぱ
適
の
換
11

竹
物
し
臼

り
、
隅
案
の
m
嬰
な
る
現
W
牧
人
源
⊂

あ
る
と
共
に
」
文
原
科
と
し
て
人
き
な

用
途
を
将
つ
て
居
り
l
す
o

本
年
は
Z
が
上
場
荊
込
似
料
、
三
力
万

質
堤
40
計
画
の
口

隈
時
成
に
御
協
力
を

賜
る
稼
御
願
い
巾
し
L
げ
汗
す
。

術
本
年
は
↓
堀
の
摺
さ

に
ぷ
憾
の
な
汽

在
期
ナ
る
D
、
時
期
出
砲
の
紛
d
を
致

レ
ま
し

て
、
部
沼
に
期
別
捌
当
（
郡
落

役
貝
に
弼
絡
済
）
か
致
し
才
し
た
の
で

部
浩
役
員
の
山
荊
狙
図
に
従
つ
て
御
出

荷
ド
さ
る
破
m
ね
く
御
岨
い
致
し
l
す

一、

工
場
操
文
開
始
及
期
間

　
自
」
ー
月
1
1
十
一
日
至
十
i
I
月
二
七
日

一
、

研
掬
開
始
及
捌
間

　
r
十
月

二
十
円
至
十
二
月
l
1
十
ア
日

一、

爪
荷
川
社

蹴

　
ー
ル
止
り
二
三
％
を
礪
傑
す
る
石
ハ

　
　
の
也
り
姑
口
心
ろ
出
荊
の
ぴ
刷
を

　
　
γ
施
す
る
。

　
　
；
月
1
万
川
、
卜
1
月
上
旬
ハ
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
　
I

　
　
貫
、
ト
一
月
川
旬
力
力
㏄
、
十
一

　

月

ト
旬
五
万
欝
、
十
二
月
上
旬
ゐ

　

万
ぽ
、
十
二
月
巾
旬
引
万
民
、
十

　

二
月

下
旬
二
万
貫
、
川
三
ガ
万
質

り
、
旬
別
出
仙
は
別
瓶
『
小
組
合
艮
配

　

付
』
1
8
依
り
制
当
在
史
施
す
る
o

r
小
相
白
に
於
い
て
は
個
人
別
、
月

　

旬
別
劉
当
を
な
し

必
ず
そ
の
衷
什

　

服
か
田
袖
す
る
も
の
と
す
。

一
、

隼
何
場
助

1
節
地
区

2
川
除
地
区

3
］H

部
地
区

本
柚
、
l
陶
、
喪
入

n
場
、
辺
志
切
、
晶

川
、
池
野

文
所
、
狛
戸
野
上
三

叉
路
、
新
田

　

ホ
肋
、
反
所
、
澱
1
9
工
場
を
除
く

⑳　
琉
荷
場
揃
口
別
ぴ
『
小
紺
合
長
削

　
　
　

コ

　
伺
」
引
向
涌
り
史
施
す
る
。

4
ぷ
仙
斑
肋
以
外
に
掘
搬
か
必
曜
と

　

す
る
場
臼
は
一
〇
〇
臥
以
上
次
取

　

り
ま
と
め
ぽ
何
係
に
届
出
を
な
す

　

芭
b
時
別
パ
螂
伺
翔
搬
に
当
り
て
は
適

　

当
な
ぷ
17

を
微
W
ず
る
も
の
と
す

一
、

飯
査
＄
格

－
蝋
槌
　
一
㊤

2
一
個
の
蘭
口
　
二
〇
槻
以
上

　
　
　
　
　
ミ

ー
品
佃
　
源
W
、
悶
林
二
‥
’
、
三
呂

　
　
ナ
カ
ム
ラ
サ
キ
、
九
l
＿
　
1
1
1
1
m
o

　
4
篠
作
　
摘
虫
害
、
損
傷
K
く
て
、

　
　
砂
そ
の
胆
の
雑
物
混
合
な
き
も
の

　
5
肪
網
、
正
聯
な
穴
敬
受
入
れ
を
な

〆　
　
す
爲
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
ル
凧
を
操

　
　
る
も
の
と
す
。
　
『
例
ヌ
ぱ
一
〇
貫

　
　
に
三
〇
〇
匁
S

一
、

咀
閣
　
1
0
s
u
当
り

　
1
一
般
向
　
仮
渡
6
7
刷
度
と
し
後
日

　
　
糊
算
血
閉
准
淡
定
す
る

　
　
仮
渡
釦
　
1
1
0
0
、
o
O
内
打
○
、

　
　
○
○
を

馬
缶
O
1
万
O
、
o
o

　
を
支
払
う

も
の
と
す
。

註
　
力
○
、
○
○
の
貯
㊨
は
娯
荷
路

　
了
後
噛
ち
に
貯
6
・
振
込
を
た
す
も

　
の
と
す
。

2
腹
励
留
早
期
川
荷
岨
励
血
を
叉

縫
藷
♂
δ
響
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台

　
　
1
］
0
、
o
o

　
ロ

十
1
I
十
1
N
　
1
　
O
e
c
〉
T
g

　

　
1
0
、
o
o

3
納
祝
、
繁
之
光
、
的
防
ボ
ン
ブ
茂

　
命
向
の
分
に
就
い
て
は
命
額
振
替

　

ヌ
を
ぱ
す
も
の
と
す
。

4
出
資
向

　

十
月
三
十
一
日
迄
1
1
二
O
、
o
O

　

十
1
月
十
日
迄
　
三
l
o
、
o
O

　

十
1
月
l
1
十
臼
迄
三
〇
〇
、
o
O

　

十
1
月
三
十
日
造
一
訂
九
〇
、
o
O

　

十
1
1
月
一
目
以
後
二
八
o
、
O
O

一
、

暖
託
加
工

生
日
賭
一
〇
ぼ
に
伺
澱
粉
I
頂
パ
O

o
匁
を
渡
す
恥

の
と
す
。

一、

容

　
器

御
承
知
の
苅
り
本
年
は
容
器
不
尼
の

賠
皐
荷
所
迄
は
自
家
m
容
器
と
す
。

●
l
h
●
●
I
t
畠
●
1
■
■
●
ー
口
●
●
1
■
’
i
n
p
t
●
t
l
●
■
●
1
●
●
t
l
●
4
－
－
－
．
t
t
ー
口
・
．
1
．
・
．
1
…
1
・
－
・
，

昭
和
二
十
入
年
産

米
受
入
れ
要
項

．

＿

農
繁
期
に

於
け

る
防
犯
に
つ
い
て

田

代

巡

在
肌

在

　
　
堺
察
は
小
ビ
皆
ざ
ん
力
の
館
い
q
命

　
身
H
及
川
韻
の
保
漣
を
カ
レ
て
、
皆
P
J

　
ん
が
労
い
し
て
1
1
席
の
仕
嚇
が
川
猟
ゐ

　
よ
う
に
、
又
夜
は
札
を
間
く
し
て
安
ら

　
か
に
眠
ら
れ
る
よ
う
に
日
夜
努
力
致
し

　
て
居
ー
3
守
す
。
巾
ナ
主
で
も
な
く
野
察

　
は
蝉
ダ
の
二
め
の
世
察
C
し
く
皆
パ
ん

プ

　
の
た
め
の
喧
岱
“
あ
リ
ヰ
す
。

　
　
ハ
　
　
、
⑳
　
く
　
　
ハ

　
　
吾
が
村
の
高
齢
者

　
止
る

九
月
ー
1
1
日
『
と
し
よ
り
の
日
』

　
に
菖

か
杜
の
高
齢
朽
噺
調
漁
し
ノ
紬
里

　
は
天

の
O
り
し
し
ん
。
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l

l

勇

一

就
弐
i
b
’
し
r
ひ
l
l
：
十
1
1
も
小
な
く
済

ん
で
こ
＼

に
g
；
r
c
　
）
ぐ
も
黄
6
1
の
椚
稗

し
x］

1
，
〈
c
災
り
の
八
な
迎
ス
ヨ
し
て
、

先
ー
“
何
才
り
ち
御
け
；
ぴ
川
上
咋
す
。
隊

々

こ
れ
か
ら
刈
り
人
れ
い
1
1
の
他
一
搭

多
L
力
仰
期
に
な
り
才
レ
た
。
而
し
㌃

が
口
μ
繁
捌
ビ
パ
り
ま
ナ
と
枳
わ
ぬ
犯

”
の
旛
臼
が
予
籾
江
れ
亨
ず
。
犯
叩
は

～
　
　
　
〈
　
　
　
’
　
　
　
～
　
　
　
〈
　
　
　
～
　
　
　
～
　
　
　
〈
●
・
●

こ
れ

か
ら

見
る
と
や
は
D
欠
の
方
が
挿

寿
さ
れ
て

い
才
ナ
。
頂
「
九
卜
五
丁
の

方
は
中

川
川
の
郷
如
ナ
ヨ
V
ク
穴
ん
i
J

郷
柏
仙
？
川
・
、
ん
山
川
ほ
〉
、
ん
c
㌃
。

欠
の
九
卜
川
γ
が
上
ね
の
－
臼
凸
ハ
W
、
i

ん
、
九
ー
一
r
弊
刊
田
の
日
川
1
1
郎
溶

バ九
、
九
ー
二
ー
が
1
1
m
の
日
川
叶
　
エ
ざ

ん
と
L
伸
つ
て
い
ー
す
。
犬
グ
h
川
つ
て
隙

力
ω
力
が
ヶ
の
一
紺
い
ナ
。

　
　
　
　
ド
レ
　
　
ヘ
　
　
エ
　
　
　
　
　
ト
　
　
エ
　
ぴ
　
　
　
　
　
ロ
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ル
～
，
川
　
〔
　
パ
’
」
ア
　
‘
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J
戸
ー
　
　
　
P
P
　
　
　
〆
1
1
　
　
　
1
　
日

　
、
ノ
し
：
り
の
日
r
ド
P
∵
　
‥
げ
川
人

　
、
－
抄
二
’
　
－
川
中
さ
れ
，
人
ピ

‘
↓
　
　
　
‘
，
“
　
　
　
　
ノ

　
　
　
ノ
し
　
　
　
　
　
し

一　
　
、
三
↓

傷
言
入
港
墓
姦
す
る
築

馴
”
ぷ
年
瑚
米
の
竪
入
れ
要
項
を
次
の

ル
ハ
※
幟
に
村
役
場
・
食
佃
琳
務
所
・

猟
協
三
者
に
於
い
て
協
蘭
決
定
致
し
浄

し
た
。
一
、

靱
噺
入
れ

　

1
一
〇
月
中
の
人
確
に
就
い
て
は
乾

　
　

燥
機
修
理
の
霞
原
則
と
し
て
乾
燥

　
　

物
を
受
人
れ
る
糸
の
と
ナ
。
乾
倣

　
　

物
一
臥
当
り
の
m
m
止
味
「
二
〆

　
　

1100
匁
。
旧
し
u
む
を
得
ず
し

　
　
て
未
乾
燥
物
で
入
簡
し
た
場
合
は

　
　

乾
燥
桿
度
に
り
よ
受
入
を
な
す
。

　
　
伺
早
期
畷
励
舎
は
次
衷
の
三
期
に

　
　

該
皆
す
る
も
の
2
ナ
。

　
　
　
　
ー
w
w
－
h
i
”
i
●
■
旬
ξ
m
－
p
t

犯
す
茜
犯
ざ
れ
る
者
も
と
も
に
不
宰
を

R
tけ
れ
ぱ
山
D
ま
ロ
ん
。

只
へ
「
当
察
で
は
縣
下
一
斉
に
日
繁
期
防

犯
M
励
籾
史
施
し

て
居
り
主
す
。

お
〃

に
次
の
酪
轡
に
7
1
意
し
て
犯
罪
の

防
u
に
御
協
刀
ト
さ
い
e

一
、
°
駅
を
ぷ
“
r
す
る
口
は
1
1
締
に
汗

　
鳳
し
て
隣
り
五
、
所
に
良
く
州
ん
で
ト

　

穴
い
。

二
、
履
先
い
n
陥
脇
に
臼
㎎
巾
巾
口
具

　
並
の
仙
／
m
：
：
品
物
W
放
雌
し
．
」
い

　

よ
う
に
し
し
ト
ざ
い
。

一．

、
：
口
W
繰
先
⑲
に
栂
や
1
1
の
佃
の

　
鞭
m
、
人
恥
な
品
物
等
か
ぼ
か
ば
い

　

よ
う

に
し

C
ト
穴
い
。

四
、
夜
の
い
掃
D
吾
レ
つ
か
り
し
て
N

　
は
肩
く
外
肱
明
る
い
よ
c
’
に
し
ゴ
休

佗
ト
さ
い
・
　
　
　
一

力
・
も
う
け
ー
－
鳳
日
ぺ
ω
わ
バ
で
す
か
一

、

し
慧
し
し
ト
さ
い
．
　
一

バ
、
泥
怜
ド
ノ
ら
九
」
り
、
そ
の
仰
の

　

氾
邪
に
か
＼

つ
た
ら
、
旧
掲
は
↓
ご
O

　

r
i
！
＿
し
J
す
ぐ
引
孔
所
に
届
U
て

一

L
c

し
・
ロ
リ
リ
∩
ノ
6
娯
、

÷
ビ
臼
∴
ン
∵
ぼ
ひ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ロ

il’！
．．L

’
　
t
v
，
パ
，
1
L
．

　
2
＝
月
以
降
の
人
川
に
対
し
て
は

　
　
水
柏
1
三
〆
1
1
1
0
0
匁
、
陣
柏
一

　
　
三
〆
六
〇
〇
匁
と
・
ず
（
風
体
お

11
、
玄
米
斐
入
れ

　
－
水
帥
玄
斗
n
陳
一
パ
〆
I
O
O
匁

三
、
籾
受
入
れ
捧
除
額

－
若
米
一
臥
当
り

　
　
醐
代
l
　
，
g
円
○
○
、
包
装
提
付
料

　
　
1
討
C
O
、
籾
摺
㎜
幣
渦
六
〇
、

　
　
o
o
、
乾
婦
㎜
脆
糾
茄
0
、
o
O

　
　
酎
＋
四
o
、
o
o

2
籾
I
臥
当
D

　
　
蝿
代
九
、
○
○
、
1
4
良
肝
付
料
九
、

　
　
o
o
、
斑
澗
川
胴
弔
川
三
i
（
、
　
O
O

　
　鏡
調
職
料
一
1
1
0
　
’
　
O
O

　
　
計
八
四
、
0
0

四
、
玄
米
竪
入
れ
擦
除
即

　
”
i
包
恨
で
入
曜
し
ん
場
合
は
領
八

　
　
一
罰
、
o
O
、
相
襲
拙
付
料
】
主
、

　
　
o
o
、
針
三
〇
、
o
o

　
2
1
4
辰
完
朋
で
抱
杏
か
受
ら
れ
る
程

　
　
肝
で
入
ぽ
し
た
場
合
は
、
揖
付
洞
一

　
　
｝
1
、
O
o

工
、
甲
期
酊
励
鋸
期
別
安

1期二期期
＆
犯

一
〇
月

二
H
缶

　
　
　
　
あ

二

〇
、
o
O

一0
月
三
〇
円

迄

　
　
　
　

三
六
〇
、
o
O

1　
1
　
＝
1
　
］
0
H
k
U

　
　
　
　

ニ
パ

○
、
c
O

“
1
月
一
〇
H
奇

　
　
　
　

一
六

〇
、
o
o

パ
、
政
府
図
人
留
格

　
1
ぴ
ム
米
一
臥
当
D

　
　
一
等
三
、
三
ヒ
ガ
、
O
O
、
二
轡

　
　
三
、
三
四
o
、
c
O
、
三
怜
三
、
二

　

八
o
、
o
O
、
四
“
三
、
二
二
〇
、

　
　
o
o
、
7
1
⑲
三
、
o
七
〇
、
o
o

　
2
嬬
玄
米
一
臥
当
D

　
　
一
舗
三
、
八
ニ
ガ
、
o
o
、
1
I
簿

　
　
三
、
L
九
O
、
o
O
、
1
1
1
g
e
三
、
ヒ

　
　
1
1
i
O
、
O
O
、
四
i
t
　
i
i
l
、
バ
七
o
、

　
　
o
O
、
琉
飾
三
、
f
i
l
）
0
、
c
o

　
3
禰
米
個
格
は
＝
一
月
二
〇
H
迄
の

　
贋
格
ρ
モ
れ
ば
後
の
岡
入
れ
仕
梗

　
　
玄
米
M
一
格
で
杣
川
算
さ
れ
ゐ
。
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．
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募
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て
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ω
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年
稀
已
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門
什
r
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づ
い
て

今
年
小
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々
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例
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い
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、
戸
う
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ら
竣
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が
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方
」
う
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が
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の
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予
川
川
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窪
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ん
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憂
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。
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介
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［
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。
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